年金制度に加入するべき職員への手紙に同封するリーフレット
職場の年金制度に関する質問にお答えします
なぜ、私は年金制度に加入させられたのですか?

· 全ての雇用者は、給与が年間£10,000 以上、また22歳以上で、年金受給資格年齢に達していない社員全員を職場の年金制度に加入させる義務を負っています。これは法によって定められたことであり、政府の目的は、定年退職後に国の年金以外の収入があるようにすることです。 
もし、年金制度に加入しなかったら何がおこりますか?

· 年金制度への加入を希望しない場合には、脱退を希望すると通知する必要があります。この手紙の日付もしくは加入日時の遅い方の日付から一か月以内であれば、年金制度から脱退できます。脱退を申し込むには、当社の年金取り扱い機関<問い合わせ先を挿入> から書式を入手し、指示に従ってください。
· 書式は貴方の自筆の署名が必要です、電子メールで申し込む場合には、貴方が個人的に提出するという確認の文言を付け加えてください。
· 一か月の申し込み期間がいつ始まったのか不明な場合には、年金取り扱い機関に問い合わせてください。
· この期間中に年金制度から脱退した場合には、すでに払い込まれた負担金は払い戻され、この時点で年金制度のメンバーになることはありません。 
· この一か月の期間満了後に年金制度への払い込みを停止することもできます。すでに払い込まれた負担金は、年金制度の種類や払込期間の長さによっては払い戻されることもあります。 

脱退を申し込んだが、将来、気を変えたらどうなりますか?
· 年金制度への再加入を希望する場合には、貴方の自筆の署名のある書面で通知してください。電子メールで申し込む場合には、以下の文言を加えてください。‘I confirm I personally submitted this notice to join a workplace pension scheme.’（この職場の年金制度への加入申し込みは、私が個人的に提出したことを確認します）。
· 加入申し込み時点での稼ぎが週当たり£120 （月当たり£520）以上であれば、当社も貴方のために負担金を払い込みます。
· 12か月の期間中、再加入できるのは一回だけです。 

年金制度からの脱退を申し込んだら、どうなりますか?

· 脱退の申込者や払込停止者は、将来（通常、一定の条件を満たしている場合三年ごと）制度に再加入されます。これは、貴方の状況が変わり、年金制度への払い込みを再開することが適切である可能性があるからです。これが起きた場合には、当社からの通知が行きますので、希望する場合には再び脱退を申し込んでください。
年金制度に残りたい場合には、負担金を払い込み続けなければなりませんか?

· 各給与期間に、給与の5%を払い込みます。これは貴方の給与から天引きされ、政府からの税控除がある場合にはこれに含まれます。当社も各給与期間に貴方の給与の3%を払い込みます。従って、貴方の名前で年金制度に払い込まれる合計額は、貴方の給与の8%となります。
この額は変わりますか?
· 払込額は、給与の一定の割合となっているので、実際の払込額は貴方の給与が変動すると変わります。
